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題名（原題／訳） 

 Dealcoholized red wine decreases systolic and diastolic blood pressure and increases 

plasma nitric oxide: 

 ノンアルコール赤ワインは収縮期および拡張期の血圧を減少させ血漿一酸化窒素を増加

させる：短報。 
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 要 旨   

目的： 

 実験的研究は赤ワイン・ポリフェノールが潜在的に血圧を低くする効果を示したが、エ

タノールとポリフェノールのヒトの血圧に関する効果はまだ明白でない。本研究の目的は、

高い心血管リスクの被験者で血圧と血漿一酸化窒素（NO）に対しての赤ワインの成分（ア

ルコールのおよびアルコール以外の）の効果を評価することであった。 

方法： 

 心血管リスクの高い 67 人の男性を調査した。2 週間の慣らし期間の後、一般的な背景ダ

イエットに加えて、赤ワイン（30g アルコール/日）、等価量の非アルコール化赤ワイン、ま

たはジン（30g アルコール/日）3 つの処置期間に交差臨床試験がランダム化された。それぞ

れの期間の介入は 4 週間であった。被験者は試験開始時にと各介入の後に、身体計測パラ

メータ、血圧、血漿 NO が測定された。 

 

結果： 

 収縮期および拡張期の血圧はノンアルコール化赤ワイン介入後に有意に減少した。 

 

結論： 

 ノンアルコール化赤ワインは収縮期および拡張期の血圧を減少させる。我々の結果から

は NO を介した機序がはたらいていることを示している。ノンアルコール化赤ワインの消

費は、中等度の高血圧に最低の予防に有用である可能性がある。 

 

本試験は、controlled-trials.com に登録した： 

 

  




